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Photoluminescence evaluation of vitamin B2 concentration in milk 
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はじめに 

全数検査が可能な非破壊検査技術の開発は、牛乳

や乳製品の品質保証のために重要な課題である。

我々は、これまでに果物、果汁および牛乳などの光

を強く散乱する食品の光散乱特性に基づく品質検査

技術について報告してきた 1。今回は、蛍光を用いた

牛乳の品質検査について報告する。 

実験と結果 

牛乳の蛍光測定装置（図 1）を用いて、紫外～青

色 LED を励起光源として測定した全乳、低脂肪乳、

無脂肪乳からの蛍光スペクトルを図 2 に示した。リ

ボフラビン（ビタミン B2）からと考えられる波長

545nm付近にピークを持つ緑色の発光が見られた。 

ビタミン B2濃度の測定を目的として、標準添加法

による定量を試みた結果を図 3に示した。波長 545nm

付近の蛍光ピーク強度は、ビタミン B2の添加に伴い

直線的に増加した。検量線（図 3）から、この試料

には 0.17(mg/100mL)のビタミン B2 が含まれている

ことがわかった。蛍光測定によって得られたビタミ

ン B2濃度は、高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

によって測定した結果と同程度であった。牛乳では、

強い光散乱および光劣化によって、蛍光測定が困難

であるが、図 1 の装置のような後方光散乱方式を用

いて測定条件の最適化を行うことにより、これらの

影響を低減することが可能である。 
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図 1．牛乳の蛍光測定装置。 
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図 2．牛乳の蛍光スペクトル。 

 

0

500

1000

1500

2000

2500

-0.2 -0.1 0 0.1 0.2 0.3

蛍
光

強
度

ビタミンB2濃度　（mg/100mL)

ビタミンB2濃度　
0.17 mg/100mL

標準添加法検量線

 

図 3．標準添加法による検量線。 
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